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   Buildings and infrastructures in coastal areas are exposed to the risk of damage from tsunami. In evaluating tsunami 
risk of spatial distributed networks or portfolio risk of an inventory of the buildings, spatial correlation in tsunami 
inundation depth distribution and analyzing many maps of inundation depth are an important consideration. This study 
attempts to analyze spatial variation and correlation in inundation depth distributions applying the mode decomposition 
technique based on singular value decomposition. In addition, inundation depth distributions are simulated by the mode 
synthesis. The present results suggest that the spatial correlation is affected by the slip zone of tsunami fault model and 
the simulation method is able to generate many maps of inundation depth which are preserving spatial correlation in 
original dataset. 
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１．はじめに 
 
内閣府に設置された「南海トラフの巨大地震モデル検

討会1)」では，甚大な被害が危惧される南海トラフ巨大

地震の津波による津波高や浸水深分布2)を想定している．

この想定は最大クラスの被害をもたらす津波であり，想

定範囲は九州から東北まで広範囲に及ぶ．沿岸部には火

力発電所，原子力発電所，液化天然ガス基地など，エネ

ルギー関係の基幹施設の多くが立地しており，それらの

津波被害は電力・都市ガスの長期供給停止につながる．

津波対策を合理的に進めるためには，津波被害想定およ

び津波リスク評価を適切に行うことが極めて重要である． 
防災科学技術研究所では，津波ハザード情報（発生確

率や沿岸最大津波高さなど）の提供を目的として，科学

的知見に基づいて最大津波高さ等を評価し，確率論的津

波ハザード評価を行う手法の検討を行ってきている3)．

多数ケースの破壊シナリオによる津波シミュレーション

を事前に実施し，地震発生時に観測データとシナリオと

をマッチングして津波予測をリアルタイム化するための

手法の開発も進められている4)． 
一方，津波解析においては大きな不確定性が伴うこと

から，不確定性を定量的に評価する研究も，これまでも

数多く行われている．例えば今村・首藤5)は，津波計算

において，断層長さと走向が津波波高の最高水位，時間

波形，波高の空間分布に及ぼす影響を定量的に明らかに

している．栗田ら6)は，東北地方太平洋沖地震で得られ

た太平洋沿岸の痕跡高のデータに基づいて，津波解析に

よる計算水位の推定値のばらつきについて検討し，海岸

線からの距離や地形データの精度が及ぼす影響が大きい

ことを指摘している．安田ら7)は，断層面のすべり量分

布を確率量とした確率津波モデルを提案し，これに基づ

く複数の初期水位に津波伝播計算を適用して沿岸部の到

達津波高の確率分布を求め，津波の不確実性評価を行う

手法を提案している． 
津波リスク評価を行う上では，こうした不確定性を十

分に考慮する必要がある．そのための方策として，例え

ば福谷ら8)は，ロジックツリーを用いて算出された確率

論的津波ハザード曲線と，津波浸水深に対する建物の構

造種別ごとのフラジリティー曲線を組み合わせて，定量

的に津波リスク評価を行う手法を提案している．また佐

藤ら9)は，地方自治体が実施する津波浸水想定において，

津波シナリオや浸水想定の条件を都道府県間で比較した．

最大クラスの津波に備えるためには，浸水領域や浸水深

を評価する際に，津波シナリオの多様性に配慮して，考

え得る複数の計算条件による結果の最大値を取るなどの

必要性を指摘している．小谷ら10)は，津波解析の評価結
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果に応答曲面を適用し，モンテカルロシミュレーション

によって任意地点における最大津波高を効率的に多数ケ

ース生成し，不確実性を定量化する方法を提案した．さ

らにシミュレーションによる津波高に主成分分析を適用

し，複数地点間の相関関係と相関の支配要因について考

察を行っている11)．  
沿岸部に立地する基幹施設群の津波リスク評価におい

ては，複数施設の同時被害の考慮が必要であり，そのた

めには浸水深分布の空間相関の適切な評価が重要となる．

また，こうしたポートフォリオとしての津波リスク評価

では多種多様なケースによる総合的な評価が必要である． 
能島ら12), 13)は，複数ケースの地震動分布におけるばら

つきの空間分布の評価手法として，特異値分解を用いた

モード分解手法と，モード合成によるシミュレーション

手法を提案した．本研究ではこれらの手法を津波の浸水

深分布に応用し，その空間相関特性を評価するとともに，

空間相関を考慮した浸水深分布のシミュレーションを行

うものである．具体的には南海トラフの巨大地震モデル

検討会が太平洋沿岸部を中心に想定している複数ケース

の浸水深分布を対象として，空間相関特性の評価および

シミュレーションを行う．さらに，限定的な地域におけ

る浸水深分布の空間相関特性を評価し，全域の空間相関

特性との違いについて考察する． 

 

 

２．南海トラフ巨大地震による津波の浸水深分布 
 
本研究では南海トラフの巨大地震モデル検討会の第二

次報告1)で公表されたデータを用いて検討を行う． 
 
 

(1) 津波断層モデル 

 南海トラフの巨大地震モデル検討会では，最大クラス

の津波を引き起こす津波断層モデルとして，基本的な検

討ケース（以下，「基本ケース」）である5ケース，その

他派生的な検討ケース（以下，「派生ケース」）である6
ケースの計11ケース（図1，表1）を検討している2)．基

本ケースでは，津波断層モデル中に大すべり域と超大す

べり域が1箇所設定されており，全5ケースで南海トラフ

沿いを網羅的に検討している．また，破壊開始点は大す

べり域の中心付近の深さ20kmに設定されている．なお，

ケース2では過去の地震を基に紀伊半島の塩岬沖に破壊開

始点が設定されている．派生ケースでは，すべり域中に

分岐断層を考慮した2ケース（ケース6, 7）と大すべり域

と超大すべり域が2箇所設定された4ケース（ケース8～11）
が検討され，破壊開始点は派生の対象である基本ケース

と同位置に設定されている． 
 

(2) 浸水深分布 

浸水深は，沿岸部および陸上の遡上部分において10m
メッシュで評価され，0.01m単位のデータである．浸水

深を検討する際に，津波断層は破壊開始点から破壊が進

行していき，潮位は満潮位として，家屋などの障害物は

粗度係数で表現されている．堤防（水門を含む）がある

場合，「地震動により堤防が機能しなくなる条件」と

「津波が堤防を越えることで当該堤防が機能しなくなる

条件」の2つが考えられている．本研究では後者の条件に

よる浸水深分布を用いる． 
評価対象領域は日本平面直角座標第02系（九州の大部

分）から第09系（関東周辺から宮城県）で，各ケースで

評価されたメッシュ数は約938万～約1093万，いずれかの

ケースで評価されたメッシュ数は約1501万である．その

 
図1 南海トラフ巨大地震の津波断層モデル（文献2)より引用，編集） 

 

表1 南海トラフ巨大地震の津波断層パラメータ（文献2)を基に作成） 

 
 

Case 6 Case 7 Case 8 Case 9 Case 10 Case 11

Case 1 Case 2 Case 3 Case 4 Case 5

位置 配置パターン

Case 1 駿河湾～紀伊半島沖 大すべり域+超大すべり域 6.1×1022 9.1 10.3

Case 2 紀伊半島沖 大すべり域+超大すべり域 6.3×1022 9.1 10.7

Case 3 紀伊半島沖～四国沖 大すべり域+超大すべり域 6.4×1022 9.1 10.9

Case 4 四国沖 大すべり域+超大すべり域 6.4×1022 9.1 10.8

Case 5 四国沖～九州沖 大すべり域+超大すべり域 6.3×1022 9.1 10.7

Case 6 駿河湾～紀伊半島沖
大すべり域+

（超大すべり域，分岐断層）
5.4×1022 9.1 9.0 Case 1     (Case 1)

Case 7 紀伊半島沖
大すべり域+

（超大すべり域，分岐断層）
5.3×1022 9.1 8.8 Case 2      (Case 2)

Case 8 駿河湾～愛知県東部沖
三重県南部沖～徳島県沖

大すべり域+超大すべり域
大すべり域+超大すべり域

6.2×1022 9.1 10.4 Case 1, 2  (Case 2)

Case 9 愛知県沖～三重県沖
室戸岬沖

大すべり域+超大すべり域
大すべり域+超大すべり域

6.7×1022 9.1 11.3 Case 1, 3  (Case 1)

Case 10 三重県南部沖～徳島県沖
足摺岬沖

大すべり域+超大すべり域
大すべり域+超大すべり域

6.4×1022 9.1 10.8 Case 2, 4  (Case 2)

Case 11 室戸岬
日向灘

大すべり域+超大すべり域
大すべり域+超大すべり域

6.6×1022 9.1 11.2 Case 4, 5  (Case 4)

派生の対象ケース
（破壊開始点の位置）

Caseタイプ

基本的な
検討ケース

その他派生的な
検討ケース

大すべり域，超大すべり域 M0 [Nm] Mw 平均
すべり量[m]
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うち，全ケースで共通して浸水深が評価されているのは

約664万メッシュである．その中から1000データごとに1
データを抽出して，6644メッシュを分析対象とした． 
図2に本研究で用いた11ケースの浸水深分布を示す．各

ケースの浸水深分布から，大すべり域や超大すべり域の

近傍を中心として，値が大きいことが読み取れる．図3に
全11ケースの平均浸水深分布と標準偏差を示す．平均浸

水深分布と標準偏差はともに，太平洋沿岸部で大きな値

を示し，内海になるにつれ値は小さくなっている． 
 
 
3．モード分解による浸水深の空間相関特性の評価 
 

(1) 浸水深分布の特異値分解 

浸水深分布の評価地点数を M とし，N ケースの浸水深

分布を M×N(=6644×11)行列 X で表す．X 全体の平均値 μG

と標準偏差 σG を用いて標準化し，特異値分解を用いたモ

ード分解 12)を適用する． 
 T=0X UDV  (1) 

ここに，X0は行列 X を標準化した行列である．U, V はそ

れぞれ左，右特異ベクトルを列とした行列，D は対角線

上に特異値（固有値の正の平方根）が並ぶ対角行列であ

る．U はばらつきのモード形状，D はケースに依存しな

い各モードの重み，V はケースに依存した各モードの重

みを表す．以上のうち，UD は浸水深分布の空間相関を

支配する基本構造であり，そこに V の列である右特異ベ

クトルがケースごとに浸水深分布の特徴を与える．特異

値分解によって得られる U および V の列ベクトルはそれ

ぞれ直交しているため，空間分布への影響を各モードで

独立して捉えることができる． 
 全 11 ケースの浸水深分布（図 2）に対して特異値分解

によるモード分解を適用するにあたっては，連続値とし

て評価された浸水深 x [m] の下限値を 0.1m として常用対

数変換した log10 max{x, 0.1}を対象とした． 
 

(2) モード分解による空間相関特性の評価 

図 4 に各モードの特異値を示し，図 5 に各モードの固

有値の累積寄与率を示す．1 次モードが突出して大きく，

累積寄与率は 84.62%である．2 次モード以降は 1 次モー

ドと比較して小さいが，一定の寄与を示しており，6 次

モードで累積寄与率は 98%を超える．  
 浸水深のモード形状を表す左特異ベクトル（正値は赤

色，負値は青色，地点間で同符号は正相関，異符号は負

相関を表す）と，各モードに対するケースごとの重みを

表す右特異ベクトルを図6に示す．各モードの特徴と浸水

深分布の関係について，図6と津波断層モデル（図1）を

関連付けながら，以下に考察する． 
(1) モード1： 左特異ベクトルは太平洋沿岸で正値，内海

になるにつれ負値が分布しており，平均浸水深分布

と類似した分布形状である．右特異ベクトルは全ケ

ースでほぼ同一の値（平均値：0.3014，標準偏差：

0.0070）を示す．これより，モード1では11ケースの

平均的な浸水深分布の特徴を表している． 
(2) モード 2： 左特異ベクトルは基本的に紀伊半島を境に

東方で正値，西方で負値が分布している．右特異ベ

クトルは紀伊半島以東に超大すべり域を含む大すべ

り域（以下，「大すべり域」）が設定されている基

本ケースのケース 1, 2 とその派生ケースで正値をとっ

ている．これより，モード 2 では紀伊半島を境にした

大すべり域の配置条件を反映している． 
(3) モード 3： 左特異ベクトルは紀伊半島とその周辺で正

 
 (a) 平均浸水深 (b) 標準偏差 

図 3 全 11ケースの浸水深の平均値と標準偏差 

 
図2 全11ケースの津波による浸水深分布（文献1)を基に作成） 

 

Case 3Case 1

Case 11Case 10

Case 2 Case 5Case 4

Case 8Case 6 Case 7 Case 9

 
図4 各モードの特異値 

 

 
図 5 各モードの固有値の累積寄与率 
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値，その両側で負値が分布している．右特異ベクト

ルは紀伊半島周辺に大すべり域が設定されている基

本ケースのケース 2, 3 とその派生ケースで正値をとっ

ている．これより，モード 3 では紀伊半島周辺とその

両側での大すべり域の配置条件を反映している． 
(4) モード 4： 左特異ベクトルは西から東に向かって，正

値，負値，正値，負値と分布している．右特異ベク

トルは左特異ベクトルが正値をとる領域（四国また

愛知県以東の領域）の近傍に大すべり域が位置する

基本ケースのケース 1, 4 とその派生ケースで正値をと

っている．これより，モード 4 では上記の 4 分割され

た領域における大すべり域の配置条件を反映してい

る． 
(5) モード 5 以降： 左特異ベクトルは基本的に断層走向方

向にモード次数だけ分割され，正負交互に分布して

いる．右特異ベクトルは基本ケースおよび対応する

派生ケースの間において類似する傾向がある．これ

より，大すべり域の配置条件を反映している．ただ

し，高次モードほど左特異ベクトルの分布形状が複

雑化しており，各ケースの細部の調整項としての役

割を果たしていると考えられる． 
 
 
4．空間相関を考慮した浸水深分布シミュレーショ

ン  
 
(1) モード再合成による浸水深分布シミュレーション 

 3.(1)で記したように特異値分解を用いたモード分解よ

って得た行列 UD が全ケースの浸水深分布の空間相関を

支配する基本構造であるのに対し，行列 V を構成する右

特異ベクトルは空間相関構造に依存しない各ケースの特

徴を表す．そこで，U および D を保持したまま，V の行

ベクトルを別の N(=11)次元ベクトルに置き替えるシミュ

レーションを実施することで，N ケースがもつ浸水深の

ばらつきの空間相関を考慮した浸水深分布サンプルを作

成できる 12)．ここで，各ケースの N 次元ベクトルのシミ

ュレーション手法として，文献 12)と同様に統計的拘束条

件法 14)を用いる．統計的拘束条件法では余弦関数の周期

性と選点直交性が利用されており，その結果は厳密に正

規直交性を満たす．本手法の試行回数は S=4NNf（Nf：重

ね合わせる余弦関数の総数）となる． 
 式(1)の N×N 行列 V を S×N 行列 W（シミュレーショ

ンによる S ケースの N 次元ベクトル）に置き替え，モー

ド合成する． 
 T=0Y UDW  (2) 

モード合成された行列 Y0は M×S 行列となる．Y0に対し

て平均値 μGと標準偏差 σGを用いた標準化の逆変換を行う

ことで，S ケースの浸水深分布のシミュレーション結果

が得られる．  
本研究では，統計的拘束条件法の重ね合わせ回数を

Nf=4，試行回数を S=4NNf=4×11×4=176 として，浸水深

分布を生成した．対数変換を行った 11 ケースの地点 i に
おける平均値を μi，標準偏差 σi として，シミュレーショ

ン結果の上限値を μi+1.5σi，データの下限値を-1（0.1m 相

当）とした．ただし上限値は元データ（図 2）とシミュ

レーション結果の分布を比較して探索的に設定した暫定

値である． 
 
(2)シミュレーション浸水深分布 

図 7 にシミュレーションにより生成した 176 ケースの

うち 11 例を示す．これより限定的なケース数から多数ケ

ースのサンプルが生成できることを示した．また，シミ

 
図 6 各モードの左特異ベクトルの空間分布（左）と右特異ベクトル（右） 

Mode 1

Mode 11

Mode 4

Mode 3Mode 2

Mode 5 Mode 6

Mode 9Mode 8Mode 7

Mode 10
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ュレーション結果と元データである 11 ケースの浸水深分

布には類似した傾向が見て取れる． 
 

(3) 代表地点におけるばらつきと地点間相関 

 浸水深の評価地点から無作為に選定した 33 地点（図 8）
を対象として，浸水深のばらつきと地点間相関について，

元データの 11 ケースとシミュレーションの 176 ケースの

比較を行う．図 9 に各地点における浸水深の平均値±標

準偏差を示し，図 10 に各地点における浸水深の度数分布

図の一例を示す．これよりシミュレーション結果は元デ

ータの平均値および標準偏差を再現しており，さらに元

データの浸水深の度数分布を表現しつつ，その分布を補

完するような浸水深を生成していることがわかる． 

 図 11 では元データおよびシミュレーション結果におけ

る代表地点間の相関係数をシンボルの色調と大きさで表

示した．これよりシミュレーション結果は元データの負

相関を含む地点間相関の特徴を捉えており，提案手法よ

り元データのばらつきとその空間相関を適切に反映した

多数ケースの浸水深分布を生成できている． 
 
 

5．限定地域における浸水深分布の空間相関特性の

評価とシミュレーション 
 
(1) 限定地域の浸水深分布 

 浸水深分布の分析および評価として，2.～4.では全国

域で評価された浸水深分布を対象とした．本章ではその

中の限定的な地域における浸水深分布を対象とする．具

体的には，三重県東部および愛知県を中心とした地域に

おける浸水深分布を対象とし，その空間相関特性の評価

および空間相関を考慮した浸水深分布シミュレーション

を行う．限定地域を対象範囲とすることで，その地域の

地理的・地形的条件を考慮した浸水深分布の特徴につい

て考察する．さらに全域との結果と比較を行うことで，

限定地域の特徴について考察する． 
 対象の限定地域において，全ケースで共通して浸水深

が評価されているのは約 102 万メッシュである．その中

から 50 データごとに 1 データを抽出して，20463 メッシ

ュを本章の分析対象とした． 
 図 12 に本章で対象とする 11 ケースの浸水深分布を，

図 13 に全ケースの平均値と標準偏差の分布を示す．対象

範囲の近傍に大すべり域が位置する基本ケースのケース

   
 図 8 代表 33地点の位置 図 9 代表地点における浸水深の平均±標準偏差（常用対数表示） 

 

  
 図 10 代表地点における浸水深の度数分布図 (a) original (b) Simulation 

 （常用対数表示，赤：Original，黒：Simulation） 図 11 代表地点間の相関係数 

正相関

負相関

 
図7 シミュレーション浸水深分布の一例 

Trial 10 Trial 20 Trial 30 Trial 40 Trial 50

Trial 60 Trial 70 Trial 80 Trial 90 Trial 100 Trial 110
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1, 2 とその派生ケースでは，太平洋沿岸で 5m以上の浸水

深の分布が見られる．それ以外のケースでは全体の浸水

深レベルが一様に小さくなっている． 
 リアス海岸における浸水深分布の平均値は海岸の奥で

も基本的に3m以上となっている．三重県南部の陸域では，

海岸から 1km 以上離れた地点でも遡上した津波によって，

浸水深の平均値は基本的に1m以上である．標準偏差につ

いては太平洋沿岸，特に三重県のリアス海岸で大きな値

が分布している．また渥美半島においては，太平洋側で

平均値および標準偏差が大きな値が分布するが，三河湾

側で比較的小さな値が分布する． 
 
(2) モード分解による限定地域の空間相関特性の評価 

限定地域における各モードの特異値を図 14 に，固有値

の累積寄与率を図 15 に，モード 5 までの左特異ベクトル

の分布図と右特異ベクトルを図 16 に示す．また，図 6 の

全域における左特異ベクトルの拡大図および右特異ベク

トルを図 17 に示す． 
 限定地域の結果は，モード 1～3 において全域とおおむ

ね類似した傾向を示すものの，特徴的な点も見られる

（注：符号の反転については左・右特異ベクトルの積で

相殺する）．その違いが生じる主要因は，限定地域にお

いては，対象範囲外の浸水深の変動は無関係となり，対

象範囲内の変動のみに影響される点にある． 
 最大の違いは，限定地域においてモード 2 の寄与率が

大幅に増加していることである．図 5 と図 15 より，モー

ド 1 を除く累積寄与率（すなわち平均的な浸水深分布以

外の各ケースを特徴づける要因の累積寄与率）における

モード 2 の寄与率を比較する．全域では約 15%のうち約

8%に過ぎないのに対して，限定地域では約 20%のうち約

15%を占めている．図 16 よりモード 2 は対象範囲内です

べて同符号で，地点間の相関が正相関となるモードであ

る．近傍での大すべり域の有無による浸水深レベルの一

様な変動を表すことは前述の通りであるが，このことが

限定地域では特に支配的要因となることがわかる．なお，

図 17 におけるのモード 2 も正相関であるが，図 6 のモー

ド 2 において，西側と負相関の関係にある東側が拡大表

示されたものである． 
 モード 3 に関しては，全域の図 6 では広域的な領域分

割パターンとして解釈した．しかし図 16 に着目すると，

さらに細部の特徴を明確に読み取れる．木曽三川など河

川沿いの内陸部や志摩半島南岸などで正値をとり，ケー

ス 2, 3, 7, 10 で浸水深レベルが大きくなっている．河川沿

いやリアス式海岸での津波遡上の影響などを表すものと

考えられる． 
 4 次モード以上では，全域の拡大図（図 17）と限定地

域（図 16）の間で類似傾向が見られない．図 17のモード

4 はモード 2 と相違が不明瞭であるが，図 16 のモード 4
は明確に東西の領域分割パターンとなっている．これは

図 17 は各モードの直交条件を満たさない一方，図 16 は

満たすことによると考えられる． 
 
 

 
図12 限定地域における全11ケースの津波による浸水深分布（文献1)を基に作成） 

Case 3Case 1

Case 11Case 10

Case 2 Case 5Case 4

Case 8Case 6 Case 7 Case 9

 
 (a) 平均浸水深 (b) 標準偏差 

図13 限定地域における浸水深の平均値と標準偏差 

 
図14 限定地域における各モードの特異値 

 

 
図 15 限定地域における固有値の累積寄与率 
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(3) モード再合成による限定地域の浸水深分布シミュレ

ーション 
 モード再合成による浸水深分布のシミュレーション

（試行回数 S=176）を実施し，代表 35 地点（図 18）にお

ける浸水深の度数分布図の一例を図 19 を示す．なお，シ

ミュレーションの条件設定については 4.と同様である．

図 19 より，シミュレーション浸水深分布は元データを補

完した度数分布となっていることがわかる．しかし，

Point 11 のような元データの浸水深を表現しきれていない

地点も見られ，シミュレーションにおける上限値設定に

ついて，より詳細な検討が必要である． 
 限定地域における代表地点間の相関関係（図 20）は，

正相関が支配的である．限定地域において全域で正相関

を示す要因としては，モード 2 の空間相関構造が支配的

であると考えられる．多数施設の同時被害リスクの低減

を目的として施設の分散配置を行うに場合には，こうし

た狭域での分散では効果が小さく，空間相関が負相関と

なるような広域での分散配置が必要であることがわかる． 

 
図 16 限定地域におけるモード 5までの左特異ベクトルの空間分布（上段）と右特異ベクトル（下段） 

 

 
図 17 全域におけるモード 5までの左特異ベクトルの空間分布の拡大図（上段）と右特異ベクトル（下段，再掲） 

Mode 1 Mode 4Mode 3Mode 2 Mode 5

Mode 1 Mode 4Mode 3Mode 2 Mode 5

 
図 18 限定地域における代表 35地点の位置 

 
図 19 限定地域の代表地点における浸水深の度数分布図 

（常用対数表示，赤：Original，黒：Simulation） 

 

 
 (a) original (b) Simulation 

図 20 限定地域における代表地点間の相関係数 

正相関

負相関
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6．おわりに 

 
 本研究では，南海トラフ巨大地震において想定される

11 ケースの津波浸水深分布 2)を対象として，浸水深分布

の空間相関特性の評価とそのシミュレーションを行った

ものである．得られた成果を以下にまとめる． 
(1) 津波浸水深分布の空間相関特性を評価するため，特異

値分解によるモード分解を適用した．1 次モードでは

平均的な浸水深分布の形状を，2 次モード以降では超

大すべり域を含む大すべり域の配置条件を反映して

いる． 
(2) モード再合成によるシミュレーション手法によって，

多数ケースのシミュレーション浸水深分布を生成し

た．シミュレーション浸水深分布は，元データの平

均値や標準偏差を適切に表現し，さらに地点間の相

関構造を反映していることを示した．また，多数ケ

ースのシミュレーションにより，少数ケースの元デ

ータでは表現しきれない浸水深分布のパターンを補

完できることを示した． 
(3) 比較のため，地域を限定して空間相関特性の評価を行

った結果，限定地域の 1～3 次モードは全域と類似し

た傾向を示した．ただし，近傍の大すべり域の有無

によって浸水深レベルがほぼ一様に変動することを

反映して，地域内で正相関となるモード 2 の寄与率が

増大した．またモードの直交性が限定地域内で満た

されるため，全域の単純な拡大図よりも細部の特徴

が明確に表現された． 
本研究では 11 ケースのみを対象としたが，今後の課題

として，すべり角やすべり量の設定条件などの面で，よ

り多様性を持つ多数の浸水深分布を用いた検討が必要で

ある．現在では「波源断層を特性化した津波の予測手法

（津波レシピ）15)」が整備されており，防災科学技術研

究所では津波ハザードを含めた総合ポータルサイトの構

築が計画されている 16)．今後，多数ケースの浸水深分布

が利用可能となる見込みであることから，複数施設群を

対象としたポートフォリオの津波リスク評価に発展させ

ることを検討している． 
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